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当間修一氏
（大阪コレギウム・ムジクム主宰、常任指揮者）
「大阪は私の音楽活動を育んでくれたところ。グランプリ受
賞は、その長年の活動が認められたという格別な思いがあ
る。これを契機に私たちの発信力にも一層弾みをつけたい」

大阪文化考 Vol.9
　J.S.バッハの100年前に生まれ、「ドイツ音楽の父」といわれる作曲家ハインリッヒ・シュッツ
（1585-1672）。その名を冠した大阪ハインリッヒ・シュッツ室内合唱団をはじめ、大阪コレギウ
ム・ムジクム(OCM)所属の3団体による第45回定期演奏会が、今年度の大阪文化祭賞・グラン
プリを受賞した。結成以来バロック音楽の源流を求め続けた大阪の音楽集団が、現代音楽の
新たな可能性をも開花させたのであった。

大阪コレギウム・ムジクム（平成23年6月26日・いずみホールにて/写真提供：大阪コレギウム・ムジクム）　　　 
大阪H.シュッツ室内合唱団員は毎年オーディションによって厳しく精査される。文化庁芸術祭賞音楽部門優秀賞（1998年）などを受賞。

来場者で埋め尽された大阪国際会議場メインホール
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ム・ムジクム合唱団」を設立。日本でほとんど紹介され
ていなかったシュッツ作品を大阪の地から発信すべく、
340回にわたるマンスリー・コンサートや年3～4回の
定期公演（いずみホール）を行い、今年で36年目を
迎える。
　初めてのドイツ演奏旅行は1989年。ハンブルク
やフランクフルトなど5か所を回り、ドイツ人評論家か
ら「ドイツ、ヨーロッパにおける様式を完全にマスター
している。我 ド々イツ人は彼らのドイツ語を見習うべき
だ」と絶賛された。しかし、その言葉に続いて「あなた
達の音楽を聴かせてほしい」といわれたことが、当間
氏に大きなショックと転機を与えた。

新たな可能性を開拓
　ドイツ人には、『荒城の月』や『ソーラン節』ですら
19世紀に完成した西洋音楽の亜流でしかないと受
け取られた。彼らが求めたのは、OCMでしか聴けない
音楽だったのである。これを契機に、ドイツ人を唸らせ、
日本人をも魅了する日本の音楽を探し求めた当間氏
は、日本におけるシアターピースの先駆者・柴田南雄
（1916-1996）と運命の出会いを果たす。
　当間氏は柴田氏と親交を重ね、1993年、柴田作
品をもって再びドイツ公演に挑むや、観客からは前回
にも増して総立ちで絶賛された。以来OCMは、シュッ
ツにはじまるバロック路線に加え、シアターピースの
新たな可能性を開拓している。「新しい作品が出てき
たら、それをもっと良い形で上演できるように成長して
いきたい。そしてなにより大阪で聴衆を増やしていき
たいですね」。当間氏のひたむきな言葉に、イタリア
の音楽文化を自国ドイツで昇華させたハインリッヒ・
シュッツが重なって見えた。

（ライター 三上祥弘）

独自の構成で聴衆を圧倒
　グランプリ受賞公演は、平成23年6月26日、いず
みホールで行われた。当間修一氏率いる大阪ハイン
リッヒ・シュッツ室内合唱団と大阪コレギウム・ムジク
ム合唱団、シンフォニア・コレギウムOSAKA（室内管
弦楽団）の総勢100名近くが出演した『第21回現
代音楽シリーズ』である。
　冒頭、シュッツが1625年に発表した教会音楽『カ
ンツィオーネス・サクレ』から4曲をア・カペラで演奏し、
さらにヘンデル22歳の作品『Dixit Dominus（主は
言われた）』を弦楽合奏と合唱が共演。バロック音楽
揺籃期のイタリアで修行した成果をドイツで広めよう
としたシュッツと、才気溢れるヘンデルの若く燃える
情熱や使命感を彷佛させた。つづく武満徹作曲の
室内オーケストラ作品『雨ぞふる』では、現代音楽を
象徴する武満トーンでホールの空気を一変させ、最
後の千原英喜作曲「混声合唱のための『ラプソ
ディー・イン・チカマツ』」では、近松門左衛門が描い
た日本人の情念を独自の解釈でシアターピース（＊）
に仕上げ、舞台全体を使って歌いながら踊り、語り、
観客の心を江戸時代の空気で絡めとった。
　こうした構成は、当間修一氏率いるOCMならでは
のもの。『バロックは現代（いま）の音楽へ！』という公
演タイトル通り、音楽史におけるルネサンス期（声の
時代）からバロック期（楽器の時代）にいたる様式の
変遷、そして現代におけるシアターピースの演出手
法を得て再び「声」へと回帰するさまを、その超絶的
な技巧をもって堪能させたのであった。

バッハの源流をたどる
　当間氏は、大阪音楽大学在学中よりバッハの音
楽に傾倒し、卒業後も教会オルガニストおよび通奏
低音奏者として活躍。1975年に大阪コレギウム・ム
ジクム（ラテン語で「音楽集団」の意）を創設し、バッ
ハにいたるドイツ音楽の源流を追究するなかでシュッ
ツに行き着いた。76年に「アンサンブル・シュッツ（現
シンフォニア・コレギウムOSAKA）」、77年に「大阪
ハインリッヒ・シュッツ室内合唱団」と「大阪コレギウ

＊シアターピース：出演者がステージだけでなく客席にも降り、ホール
全体を音源化する演出手法。聴衆をあらゆる方向から圧倒的な声
の迫力で包み込む。

　建築家・安藤忠雄氏の文化勲章受章（平成22年11月）を記念
する講演会『大阪を元気にする講演会』が、今年3月31日、大阪国
際会議場で開催された。主催は同実行委員会（関西経済連合会、
大阪商工会議所、関西経済同友会、大阪国際フォーラム、大阪21
世紀協会）。一般人や学生など3,000人の来場者があり、国際会
議場メインホールだけでは収まらず別途モニター会場も用意された。
　安藤氏は講演で、これまで手がけた国内外のプロジェクトを紹介
しつつ、「新しいことに挑戦することで明日の自分を面白くする」「前
向きに生きていれば問題が起きても解決しようという意識が働く」
「依頼されたことだけを考えるのではなく、自分の仕事の境界を越え
て考え、チーム力で切り拓いていく」など、自身の経験にもとづく思
いを語り、「100歳まで好奇心をもって生きよう」と呼びかけた。また、
東日本大震災で親を亡くした多くの子どもたちを思い、この震災を
日本人全員で受け止めて乗り越える気持の大切さを訴えた。

－安藤忠雄文化勲章受章記念－

大阪を元気にする講演会

　世界50か国から約330人の研究者や大学院生が参加した『国
際演劇学会大阪大会』が、今年8月7日から12日までの6日間、大阪
大学豊中キャンパスで開催された（事務局 大阪大学大学院文学
研究科演劇学研究室）。
　国際演劇学会は演劇やパフォーマンス研究者を中心とする国際
学会で、1957年に設立。現在、世界50か国以上にメンバーがいる。
最近5年間には、ミュンヘン大学（ドイツ）、リスボン大学（ポルトガ
ル）、中央大学（韓国）、ステレンボッシュ大学（南アフリカ）、ヘルシ
ンキ大学（フィンランド）で大会を開いてきた。今年は“伝統・革新・コ
ミュニティ”をテーマに、演劇における伝統性やそれを育む共同体、
社会的装置としての演劇の役割などが議論された。また、能勢人形
浄瑠璃や宝塚歌劇団月組公演などの観劇会も開催され盛況だった。

演劇の伝統と共同体の関係を議論

国際演劇学会大阪大会

　芸術文化活動の奨励と普及を図り、大阪の文化を振興する目
的で開催されている毎年恒例の大阪文化祭（主催：大阪府、大阪
市、大阪21世紀協会）。今年度は、5月から6月の2か月間にわたり大
阪府内で行われた伝統芸能や現代演劇、大衆芸能、洋舞、洋楽な
ど55公演を対象に、厳正な審査を行った結果、下記各賞の受賞者
を決定した。
平成23年度大阪文化祭賞各賞受賞者
大阪文化祭賞グランプリ
　大阪コレギウム・ムジクム（合唱・管弦楽）※P15に記事
大阪文化祭賞
　善竹隆司・善竹隆平（狂言）、二代目京山幸枝若（浪曲）
大阪文化祭賞奨励賞
　吉田幸助（文楽人形遣い）、打打打団 天鼓（和太鼓）、
　井上綾乃（ピアノ）、浦田恵子（声楽）

大阪文化祭賞受賞者決定

「大阪コレギウム・ムジクム」がグランプリを受賞

OSAKA＊
文化力

大阪文化祭賞贈呈式（8月26日・大阪市公館）

安藤忠雄氏



豊松庵（西の丸庭園）

大阪迎賓館（西の丸庭園）

　大阪21世紀協会は、大学などの研究機関と連携し、知的成果を社会に活用する社学連携事
業に取り組んでいます。平成21年度からNPO法人関西社会人大学院連合と連携し、『インテリ
ジェントアレー専門セミナー』を企画・運営しています。本年度は下記の3講座を開講。大阪駅北
地区再開発エリア「うめきた」を中心にテーマとして取り上げ、新たな知的都市の創造について
展望します。是非ご参加ください。

1月19日（木）19：00～21：00
ナレッジキャピタル①
感性と技術の融合を
めざして
間渕 豊氏
（株）ナレッジ・キャピタル・マネジメント
　   代表取締役社長

2月23日（木）19：00～21：00
ナレッジキャピタル②
世界の若者・学生に選ばれ
る関西。「留学生のとまり木」
構想
坂本和一氏
立命館大学名誉教授・経済学博士

11月18日（金）13：30～16：30
「茶の文化」フォーラム
（大阪歴史博物館4階講堂）
基調講演／谷 晃氏（茶の湯文化学会会長）
パネルディスカッション／橋爪紳也氏（大阪府立大学特別教授）、
佐藤友美子氏（公益財団法人サントリー文化財団上席研究フ
ェロー）、千田 稔氏（奈良県立図書情報館館長）、角山 榮氏
（和歌山大学名誉教授）、寺本益英氏（関西学院大学教授）
※入場（無料）は事前申込みが必要です（先着順締切）。
　詳細は下記まで、お問合せください。

11月19日（土）～20日（日）
関西大茶会
（大阪城［大阪迎賓館、豊松庵、豊国神社など］）
茶道流派および煎茶道流派による茶会、西大寺大茶盛式、
野点、茶室の設営、学生による企画運営ほか

はなやか関西・茶マルシェ
（大阪城西の丸庭園）
実演・展示・試飲、茶葉・菓子・茶道具販売など

3月15日（木）19：00～21：00
提言「UMEDA GREEN」
～関西をグリーンイノベー
ションのハブに～
宮原秀夫氏
（株）ナレッジ・キャピタル・マネジメント
      エグゼクティブアドバイザー
（独）情報通信研究機構理事長

主　催 ： はなやか関西～文化首都年～「茶の文化」実行委員会（委員長：大阪21世紀協会理事長 堀井良殷）
問合せ ： 近畿地方整備局 近畿圏広域地方計画推進室　☎06-6942-1056  FAX06-6942-3912

場所：キャンパスポート大阪（大阪駅前第2ビル4階）

2012年

「茶の文化」総合イベント
はなやか関西～文化首都年～2011

大阪21世紀協会提供講座
「都市文化論～梅田地区・新たな知的都市の創造～」

11月18日（金）→20（日）日程

大阪城西の丸庭園
大阪歴史博物館ほか場所

　関西を“文化首都圏”として発展させるため、官民一体となって広域的に取り組ん
でいるプロジェクト『はなやか関西～文化首都年～』。今年はその初年度にあたり、
「茶の文化」をテーマに、非公開茶室めぐりやシンポジウムなどさまざまな企画が進め
られています。11月18日から20日の3日間は、そのシンボルイベントとして大阪城西の
丸庭園を中心に、茶を愉しみ、学び、語る多彩な催しが行われます。

※各回とも、コーディネーターを堀井良殷（大阪21世紀協会理事長）が務めます

受 講 料： 全回受講5,000円（各回毎受講の場合は1回2,000円）
申込方法 ： HPからお申込ください。　インテリジェントアレー専門セミナー
問 合 せ：関西社会人大学院連合事務局　☎06-6210-3620  (E-mail) cpoosaka@kansai-auae.jp

検索
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大阪21世紀協会賛助会員へ入会のお願い
大阪の活性化のため、皆様のご支援をお願いします。

会　費（何口でも結構です）
■法人会員一口につき年会費10万円　
■個人会員一口につき年会費1万円

特　典
1.協会が発行する刊行物の配布　
2.協会が主催する各種セミナーなどへの案内
3.賛助会員の参考となる情報・資料の提供など

船場まつり2011
　講談やオペラ、子ども神輿、アート展、船場
大感謝市、ロボットファッションコンテストなど、
船場の多彩な魅力を創出・発信。◆10月3日
（月）～9日（日）（催しごとに開催日時・場所が異
なります）／大阪市中央区船場地域一帯／入
場無料／問合せ：事務局
☎06-6281-4518、FAX06-6281-4546

水都おおさか森林の市2011
　木と触れ合う体験を通して、大人から子ども
まで森林の大切さを楽しみながら学ぶ。◆10月
8日（土）～9日（日）10：00～16：00／近畿中
国森林管理局、OAP、毛馬桜之宮公園周辺
／入場無料／問合せ：近畿中国森林管理局
☎050-3160-6753、FAX06-6881-3564

第12回天満音楽祭
　「音づくり・仲間づくり・街づくり」をテーマにし
た市民参加型の音楽イベント。天満を中心に
大阪駅「時空（とき）の広場」を加え、市内各所
でライブを実施。◆10月9日（日）10：00～18：
30（会場毎に異なる）／OAP1・2・24階、宝珠
院、明福寺、専念寺、天三おかげ館、北区民ホ
ールなど27会場／入場無料／問合せ：天満音
楽祭実行委員会☎06-6351-3450、
FAX06-6358-1040

道頓堀はなマダン祭
　道頓堀開削400年（2015年）プレ事業。日
本のブロードウェイ、道頓堀での日韓のライブエ
ンターテイメントな祭り。 演 演劇祭、市 グル
メ市、見 パフォーマンスを満喫。◆10月13日
（木）～18日（火）連日開催／法善寺、道頓堀
商店街、道頓堀ZAZA、とんぼりリバーウォーク
ほか／一部有料／問合せ：道頓堀はなマダン
実行委員会☎06-6212-3005、FAX06-
4963-2244

天満・天神バレエ＆ダンスフェスティ
バル2011
　地域のダンスの向上をめざし、世界に羽ばた
くアーティストダンサーを発掘。◆10月16日
（日）15：00～20：00（昼の部は発表会、夜の
部はプロの公演）／大阪市中央公会堂／前
売3,500円、当日4,000円／問合せ：天満・天

神バレエ＆ダンスフェスティバル2011実行委
員会☎06-6351-5224、FAX06-6351-
5228

升の市
　日本の「市」の起源ともいわれ、松尾芭蕉も
見学に訪れた。江戸時代の市の賑わいを再
現。◆10月17日（月）9：30～15：30／住吉公
園・松尾芭蕉句碑の周辺／入場無料／問合
せ：『升の市』実行委員会
☎06-6782-6274、FAX06-6782-6277

第30回日現記念展
　常に新しい感覚と創造性を持ち、国際的に
も視野を広げる絵画を追求。◆10月18日（火）
～23日（日）9：30～17：00（入館は16：30ま
で）／大阪市立美術館展地下展覧会室／入
場料：一般（大人）600円、学生500円／問合
せ：日本現代美術協会事務局 石井東二☎・
FAX072-277-1482

体操フェスティバル 2011 OSAKA 
国際大会
　“手をつなごう 心をつなごう フェスティバル”を
テーマに、国内外から体操が大好きな仲間が
集い、日々の成果を披露。フィンランドの体操グ
ループも来日予定。◆シティ・パフォーマンス10
月21日（金）12：15～13：00（大阪市庁舎前
広場）、フェスティバル・デイ10月23日（日）10：
00～15：00（大阪市中央体育館）／無料／
問合せ：NPO法人MGLA事務局
☎06-6374-5274、FAX06-6374-0373

フラワーフェスティバルin近畿2011
　全国産地の商品展示会、フラワーデザイン
コンテスト、フラワーマーケット、ワンコイン講習
会、園芸相談など。◆10月28日（金）～30日
（日）・一般公開10：00～17：00（28日は12：
00から、30日は16：30まで）／花博記念公園

鶴見緑地内「水の館ホール」／入場無料／問
合せ：（社）フラワーソサイエティー（咲くやこの花
館事務所内）☎・FAX06-6915-0171

志芸の会公演「春秋釣狐の会」
　大蔵流狂言2番「二
人袴」「釣狐」を上演。
◆11月20日（日）14：00
～16：00／大阪能楽会
館／一般前売3,000
円、一般当日3,500円、
学生前売2,000円、学
生当日2,500円／問合
せ：志芸の会☎078-841-1645

第39回優游会書展（公募展）
　全国からの公募による書道展。高校生以上
一般による漢字・調和体（漢字かな混じり文）を
出品。◆11月22日（火）～27日（日）9：30～
17：00（入館は16：30まで）／大阪市立美術
館展覧会室1／観覧無料（但し出品締切は9
月30日・有料）／問合せ：☎・FAX0725-56-
4701

第56回関西新世紀展
　関西全域から油彩、水彩、アクリル、版画な
どの作品を公募・審査のうえ約150点を展示。
◆12月6日（火）～11日（日）9：30～17：00／
大阪市立美術館／観覧料：一般600円、学生
300円／問合せ：新世紀美術協会大阪支部 
三浦敏和☎・FAX 06-6792-2569

※イベント内容の詳細については、各問合せ先に
お問合せください。
※ここに紹介する以外にも、大阪21世紀協会は
多数のイベントなどを後援しています。  

お問合せ（財）大阪21世紀協会  総務チーム  TEL.06‐6942‐2001 FAX.06‐6942‐5945

桜花昇ぼる
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EVENT GUIDE イ ベ ント ガ イド
大阪21世紀協会は下記催事を後援・協賛します。
皆様のご参加、ご支援をお願いいたします。EVENT GUIDE

後援・協賛イベント
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大林剛郎氏（株式会社大林組代表取締役会長、関西経済同友会代表幹事）
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新進アーティスト57組の展覧会＆マーケット
アートストリーム2011 イン 大丸心斎橋店

10月6日（木）→10日（月・祝）日程

大丸心斎橋店
［北館］14Fイベントホール、1F特設会場
［本館］  6F南エスカレーター横特設会場

場所

　若手アーティストの登竜門として今年で11回目を迎えるアートストリ
ーム。今回は、これまで会場だったサントリーミュージアム［天保山］の
閉館にともない、大丸心斎橋店で新たなスタートを切ります。過去のア
ワード受賞者および公募選考による若手アーティストの作品展・即売
会のほか、光や映像、インタラクションが作り出す体験型アートの世界
を表現した『松尾高弘インタラクティブアート作品展』や、表情までリア
ルな人物やユーモラスな動物などの緻密な3D紙細工『鶴田晴彦カリ
カチュア寄紙細工展』も併催。アートストリーム最終日には、公募出展
者の中から審査委員によるアワード受賞者が決定・発表されます。

水辺で楽しむ吹奏楽の迫力
OSAKA水上音楽パレード2011

10月23日（日）日程

大川・八軒家浜界隈（13：30～15：30）
道頓堀川（16：15～16：45）
大川・八軒家浜界隈（13：30～15：30）
道頓堀川（16：15～16：45）場所

　大阪市内の河川を航行する船舶の
パレードを、高校吹奏楽部の演奏で盛
り上げる、水都大阪ならではの秋の風
物詩。今回は、競艇ボートのデモ航走
や大阪国際滝井高校、大阪市立扇町
総合高校、四條畷学園高校の各吹奏
楽部に陸上自衛隊第3師団音楽隊が
加わり、迫力ある演奏で盛り上げます。
道頓堀川（戎橋－太左衛門橋間）では、
地元のジャズバンドとも競演。今年は「大阪の安全・安心」をテ
ーマとして、災害時の船舶の対応なども紹介します。
　OSAKA水上音楽パレードは、高校吹奏楽部の発表の場とし
て、また、市民が水辺と吹奏楽に触れる機会として定着していく
ことを目指しています。

主　催：アートストリーム実行委員会
　　　（大阪21世紀協会、大阪芸術大学、大阪府、大阪市）
問合せ：実行委員会事務局（大阪21世紀協会内）
　　　☎06-6942-2004　FAX06-6942-5945

大阪市立扇町総合高校（船上）と四條畷学園高校（八軒家浜桟橋上）吹奏楽部による演奏風景（2010年）

主　催：大阪21世紀協会、大阪水上安全協会
問合せ：大阪21世紀協会 ☎06-6942-2004
　　　　　　　　　  FAX06-6942-5945

審査委員： 大阪芸術大学教授 絹谷幸二氏
　 兵庫県立美術館長 蓑　豊　氏
 空間構想デザイナー 中崎宣弘氏
 スーパーステーション取締役副社長 田崎友紀子氏
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